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単
位
時
間
に
い
く
ら
の
割
合
で
、
ど
の
よ
う
に
支
払
わ
れ
る
か
（
＝
滞
船
料
の
額
の
決
定
方
法
、
及
び
支
払
方
法
）
、
及
び
㈲
滞
船
糾
を

支
払
っ
て
碇
泊
期
間
を
超
え
て
船
積
ま
た
は
陸
揚
を
継
続
し
う
る
期
間
（
滞
船
期
間
ま
た
は
超
過
碇
泊
期
間
d
a
y
s

o
n
d
e
m
u
r
r
a
g
e
)
の

限
度
、
等
が
約
定
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
例
え
ば
、
日
本
海
運
集
会
所
契
約
書
式
集
の
べ
ｏ
ｙ
Ｑ
ｇ
ｅ
ｃ
ｙ
ａ
】
‥
ｔ
Ｑ
ｒ
ｌ
ｒ
ｔ
ｙ
は
、
停
給
料
に

つ
い
て
は
､
ﾘ
{
}
e
臼
G
r
a
g
e
t
O
び
e
p
a
{
d
t
O
O
w
n
e
H
.
s
p
t
t
h
e
r
a
t
e
O
f
…
…
t
e
吋
d
a
y
O
f
に
μ
r
[
]
'
n
n
{
n
g
h
o
U
r
a
O
r
p
M
O

r
a
t
e
f
o
r
a
n
y
t
Q
r
t
t
y
e
r
り
o
f
ﾞ
t
a
y
Q
応
e
d
a
y
ざ
y
d
a
y
f
o
r
a
1
1
t
{
臼
e
μ
s
e
d
‘
n
e
M
c
e
∽
s
O
f
}
a
y
t
{
∃
e
a
{
}
O
a
d
{
n
g
O
r

d
r
c
h
a
r
弘
n
g
p
o
r
t
(
s
)
ﾞ
8
…
…
…
d
a
y
s

o
f

2
4
r
に
'
n
一
'
日
収
h
o
已
'
r
∽
o
n
4
e
目
u
r
o
g
e
f
R
}
O
Q
d
{
n
叫
t
o
b
e
a
}
}
o
W
e
d
C
h
a
r
t
e
r
e
a

a
t
}
o
a
d
F
g
p
o
r
t
(
s
)
･
∽
c
h
o
叱
d
C
h
a
り
t
e
r
Q
r
a
b
e
u
n
a
b
}
e
t
e
}
o
a
d
l
{
{
h
{
n
t
h
e
L
o
べ
e
p
e
r
{
o
d
ﾞ
t
h
e
べ
e
s
a
e
{
t
o
h
p
べ
Q

}
{
b
e
｢
t
y
t
o
s
a
i
l
W
{
t
h
t
h
e
n
a
r
g
o
t
h
e
n
o
o
b
o
a
r
d
ﾞ
C
h
a
r
t
e
r
e
r
Q
t
a
y
F
収
t
h
e
d
a
a
d
l
f
r
e
{
g
h
t
~
d
d
e
臼
日
r
品
e
{
n
c
?

a
r
e
d
･
と
規
定
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
要
す
る
に
、
傭
船
契
約
書
の
滞
船
料
の
規
定
は
割
合
に
簡
単
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
は
滞

船
料
の
性
質
が
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
少
く
と
も
傭
船
契
約
書
の
文
言
を
読
ん
だ
だ
け
で
は
、
滞
船
料
が
、
船
主
の
給
付

に
対
す
る
特
別
報
酬
な
の
か
、
追
加
運
送
賃
な
の
か
、
あ
る
い
は
船
主
の
蒙
っ
た
損
害
の
賠
償
な
の
か
、
ま
た
仮
に
損
害
賠
償
と
し

て
、
傭
船
者
に
債
務
不
履
行
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
否
か
（
特
に
、
責
に
帰
す
べ
き
事
由
、
損
害
の
発
生
が
必
要
な
の
か
否
か
）
等

々
、
不
明
確
な
点
が
多
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
訳
で
、
滞
船
料
に
関
し
て
紛
争
が
生
ず
る
可
能
性
が
大
き
い
の
で
あ
る
が
、
紛
争
を
生
ず
る
恐
れ
の
あ
る
問
題
の
一

つ
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ま
ず

　
田
碇
泊
期
間
満
了
ま
で
に
船
積
陸
揚
が
完
了
せ
ず
出
航
が
遅
れ
た
為
に
損
害
が
生
ず
る
場
合
が
多
々
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
1
°
実

損
害
の
方
が
約
定
停
船
料
よ
り
大
き
し
場
合
に
、
船
主
は
、
滞
船
料
の
他
に
、
実
損
害
と
滞
船
料
と
の
差
額
又
は
実
損
害
全
額
を
傭
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船
者
に
請
求
で
き
る
の
か
否
か
、
又
、
ｙ
実
損
害
の
方
が
滞
船
料
よ
り
小
さ
か
っ
た
場
合
に
、
滞
船
料
は
減
額
さ
れ
る
か
否
か
、
の

問
題
が
生
ず
る
。
次
に
。

　
②
傭
船
契
約
に
よ
り
、
傭
船
者
が
、
碇
泊
所
（
ｂ
ｅ
は
ｈ
）
を
用
意
す
る
義
務
、
荷
役
人
夫
を
用
意
す
る
義
務
等
々
、
種
々
の
義
務
を

負
担
す
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
傭
船
者
が
こ
れ
ら
の
義
務
の
遂
行
を
遅
滞
し
、
そ
の
為
に
船
積
陸
揚
が
遅
れ
、
船
舶
の
出

航
が
（
傭
船
者
が
義
務
を
遅
滞
な
く
遂
行
し
て
お
れ
ば
出
航
し
得
た
で
あ
ろ
う
時
よ
り
は
）
遅
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
碇
泊
期
間

　
（
万
t
l
昨
）
内
に
出
航
で
き
た
と
い
う
場
合
、
船
主
は
、
傭
船
者
の
義
務
が
遅
滞
な
く
遂
行
さ
れ
出
航
が
遅
れ
な
け
れ
ば
得
ま
た
は

失
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
利
益
を
、
損
害
賠
償
と
し
て
請
求
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
否
か
の
問
題
が
生
ず
る
。
即
ち
、
一
方
で
は
、
碇

泊
期
間
内
は
傭
船
者
は
船
舶
を
船
積
又
は
陸
湯
の
為
に
碇
泊
さ
せ
る
権
利
が
あ
る
か
ら
、
碇
泊
期
間
満
了
ま
で
に
船
積
ま
た
は
陸
湯

を
完
了
す
れ
ば
、
傭
船
者
に
損
害
賠
償
債
務
が
生
ず
る
筈
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
他
方
で
は
、
傭
船
者
に
傭
船
契
約
上
の
義
務

違
反
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
義
務
遂
行
を
給
付
の
一
内
容
と
す
る
傭
船
契
約
上
の
債
務
の
債
務
不
履
行
が
成
立
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
上
記
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
上
記
二
つ
の
型
の
紛
争
が
法
的
な
形
を
と
る
と
き
、
適
用
さ
る
べ
き
一
般
的
法
規
範
が
十
分
明
確
に
確
立
さ
れ
て
い

る
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
い
い
き
れ
な
い
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
記
二
つ
の
型
の
紛
争
が
生
じ
た
場
合
、
い
か
な
る

一
般
的
法
規
範
が
、
い
か
な
る
法
源
的
関
連
性
を
も
っ
て
、
大
前
提
と
さ
る
べ
き
か
の
究
明
を
終
局
の
目
的
と
し
て
、
我
国
及
び
英

国
の
判
例
学
説
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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二
　
我
国
の
判
例

　
我
国
海
運
界
に
は
、
訴
訟
に
よ
る
紛
争
解
決
を
好
ま
な
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
り
、
例
え
ば
英
国
等
と
較
べ
て
判
例
が
少
な
い

よ
う
で
あ
る
が
、
滞
船
料
の
性
質
、
碇
泊
期
間
に
関
す
る
判
例
も
非
常
に
少
な
く
、
前
記
問
題
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
次
に
挙
げ

る
大
審
院
判
決
「
損
害
賠
償
諸
求
反
訴
事
件
」
の
他
に
は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
次
に
こ
の
判
例
を
検
討
す
る
。

Ｉ
損
害
賠
償
請
求
反
訴
事
件
（
大
正
十
一
年
㈲
第
四
一
一
号
、
同
十
二
年
一
月
二
七
日
大
審
院
第
三
民
事
部
判
決
）

（
１
）
事
実
　
明
治
四
〇
年
十
一
月
六
日
夜
、
大
連
埠
頭
備
付
の
防
舷
材
の
設
置
保
存
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
た
め
防
舷
材
の
鎖
が
切
断

し
、
防
紋
付
の
角
端
が
舷
頭
繋
留
中
の
船
舶
千
代
田
丸
の
舷
側
に
接
触
し
破
孔
を
生
じ
、
船
舶
が
沈
没
し
た
の
で
、
防
舷
材
を
含
む

埠
頭
の
占
有
者
が
船
主
に
対
し
て
不
法
行
為
の
損
害
賠
償
債
務
を
負
う
こ
と
が
、
中
間
判
決
に
よ
り
確
定
し
た
。

　
そ
こ
で
船
主
は
、
船
舶
の
引
揚
及
び
修
繕
費
並
び
に
船
側
減
少
に
因
る
損
害
金
等
と
共
に
、
休
航
に
よ
る
損
害
金
の
請
求
を
な
し

た
が
、
休
航
に
よ
る
損
害
金
と
し
て
、
傭
船
契
約
に
定
め
る
滞
船
料
（
こ
れ
は
一
ト
ン
に
付
十
五
銭
の
割
合
で
一
日
の
滞
船
料
と
定
め
る
と
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す
る
当
時
の
海
運
界
の
慣
習
に
従
っ
て
、
滞
船
料
一
日
二
百
五
十
円
と
定
め
て
い
た
）
七
十
九
日
分
に
相
当
す
る
金
額
を
請
求
し
た
。
こ
れ

に
対
し
、
原
審
は
、
休
航
日
数
は
七
十
三
日
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
休
航
に
よ
る
損
害
を
滞
船
料
相
当
額
と
す
る
主
張
を
認
め
、

船
主
の
請
求
中
滞
船
料
七
十
三
日
分
相
当
額
を
理
由
あ
り
と
し
づ

　
そ
こ
で
、
埠
頭
占
有
者
は
、
１
０
よ
記
船
舶
に
つ
い
て
は
明
治
四
十
年
十
月
か
ら
同
四
十
二
年
十
月
ま
で
の
ニ
ケ
年
間
の
賃
貸
借
契

約
が
存
し
、
こ
れ
は
諾
成
契
約
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
引
渡
が
な
く
と
も
有
効
に
成
立
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
船
主
が
船
舶
を
引

揚
げ
修
理
す
る
ま
で
同
船
を
利
用
し
得
な
い
こ
と
に
よ
り
こ
う
む
っ
た
損
害
は
、
賃
貸
契
約
に
定
め
た
賃
貸
料
相
当
額
で
あ
り
滞
船

料
相
当
額
で
は
な
い
。
2
0
仮
り
に
傭
船
契
約
が
当
時
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
存
続
期
間
如
何
に
よ
っ
て
は
（
＝
沈
没
後
数
日
で
終

了
す
る
場
合
等
は
）
、
船
主
の
損
害
は
傭
船
料
を
以
っ
て
論
ず
べ
き
で
な
く
賃
貸
料
に
依
り
計
算
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
傭
船
契
約
の

存
在
の
み
を
確
定
し
其
の
期
間
を
確
定
し
な
い
で
結
論
を
下
す
の
は
不
当
で
あ
る
。
と
し
て
上
告
し
た
。

（
２
）
判
旨
　
上
告
棄
却

　
ま
ず
大
前
提
た
る
一
般
的
法
規
範
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
…
…
船
舶
所
有
者
二
於
テ
占
有
シ
航
海
ノ
用
二
供
シ
タ
ル

船
舶
が
他
人
ノ
不
法
行
為
二
因
り
他
ノ
船
舶
、
浮
遊
物
又
ハ
埠
頭
等
二
接
触
シ
テ
毀
損
セ
ラ
レ
修
繕
等
ノ
為
休
航
ノ
己
ム
ナ
キ
ュ
至

リ
タ
ル
ト
キ
ハ
…
…
休
航
二
因
ル
損
害
ノ
賠
償
ハ
特
殊
ノ
事
情
ナ
キ
限
滞
船
料
ヲ
標
準
ト
シ
テ
之
ヲ
請
求
シ
得
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ヲ

相
当
ト
ス
」
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
の
滞
船
料
と
は
何
か
を
説
明
し
て
、
次
の
ご
と
く
述
べ
る
。
「
滞
船
料
ハ
商
法
二
所
謂
碇
泊
料
二

該
当
シ
傭
船
者
カ
船
積
期
間
経
週
後
二
船
積
ヲ
為
シ
又
ハ
陸
揚
期
間
経
週
後
二
陸
揚
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
二
於
ケ
ル
其
ノ
経
過
後
ノ
碇

泊
二
対
シ
船
舶
所
有
者
ノ
傭
船
者
ョ
リ
受
ク
ル
報
酬
ニ
シ
テ
商
法
力
船
舶
所
有
者
二
滞
船
料
ノ
請
求
権
ヲ
認
メ
タ
ル
所
以
ハ
船
舶
カ

予
定
ノ
碇
泊
期
間
ヲ
超
過
シ
テ
碇
泊
シ
タ
ル
為
其
ノ
間
船
舶
所
有
者
ハ
船
員
ノ
給
料
食
料
其
ノ
他
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ル
ニ
拘
ラ
ス
船
舶
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ノ
利
用
ヲ
妨
ケ
ラ
レ
其
ノ
使
用
二
因
リ
テ
得
ベ
キ
利
益
ヲ
失
フ
ニ
因
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
疑
ヲ
容
レ
ス
」

　
そ
し
て
、
右
大
前
提
定
立
の
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
1
0
上
記
大
前
提
の
要
件
部
分
に
該
当
す
る
（
包
摂
さ
れ
る
）
事

実
の
存
す
る
場
合
は
、
「
（
休
航
の
己
む
な
き
に
至
っ
た
）
当
時
該
船
舶
カ
傭
船
契
約
ノ
目
的
タ
ル
ト
否
ト
ヲ
問
ハ
ス
其
ノ
所
有
者
ハ
右

休
航
中
船
員
ノ
給
料
食
料
等
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ル
ニ
拘
ラ
ス
船
舶
ノ
利
用
ヲ
妨
ゲ
ラ
ル
ル
コ
ト
…
…
超
過
碇
泊
ノ
場
合
ト
其
ノ
趣
ヲ
異

ニ
セ
」
ず
、
か
つ
、
2
0
「
純
理
ョ
リ
言
ヘ
ハ
不
法
行
為
ノ
被
害
者
タ
ル
船
舶
所
有
者
ハ
休
航
二
因
リ
テ
現
二
受
ケ
タ
ル
損
害
ヲ
証
明

ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ト
雖
船
舶
ノ
不
使
用
二
因
リ
テ
被
リ
タ
ル
実
際
ノ
損
害
ハ
確
実
二
之
ヲ
計
算
ス
ル
コ
ト
至
難
ナ
ル
ト
同
時
二
滞
船

料
ノ
額
ハ
商
慣
習
二
依
ル
モ
ノ
ト
雖
普
通
ノ
場
合
二
於
ケ
ル
船
舶
ノ
使
用
二
因
リ
テ
得
ベ
キ
利
益
ヲ
標
準
ト
ス
ル
ヲ
通
常
ト
ス
ル
カ

故
ニ
」

　
次
に
、
小
前
提
と
し
て
、
「
…
…
右
（
船
舶
の
）
賃
貸
借
契
約
存
ス
ル
モ
未
タ
其
ノ
履
行
ナ
ク
同
船
カ
（
賃
借
人
に
）
引
渡
サ
レ
サ

ル
ニ
於
テ
ハ
同
船
ノ
占
有
ハ
（
船
主
）
ニ
属
シ
船
員
ノ
給
料
食
料
等
ノ
費
用
ハ
被
上
告
人
二
於
テ
負
担
ス
ベ
キ
ェ
ョ
リ
同
船
ノ
休
航

二
因
り
被
上
告
人
ノ
受
ク
ル
損
害
ハ
右
賃
料
額
ヲ
超
ヘ
サ
ル
モ
ノ
ト
云
ウ
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
筋
合
」
で
あ
る
の
で
、
賃
貸
借
契
約
が
あ

っ
て
も
、
上
記
大
前
提
に
い
わ
ゆ
る
「
特
殊
ノ
事
情
ナ
リ
ト
云
ウ
コ
ト
ヲ
得
」
ず
、
事
案
は
大
前
提
の
要
件
に
包
摂
さ
れ
る
と
し
、

結
論
と
し
て
、
滞
船
料
を
標
準
と
し
て
損
害
額
を
定
め
た
原
判
決
は
違
法
の
裁
判
で
な
い
と
判
示
し
た
。
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Ⅱ
考
察

　
こ
の
判
決
の
態
度
よ
り
前
記
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

　
印
碇
泊
期
間
満
了
ま
で
に
船
積
陸
揚
が
完
了
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
船
舶
の
出
航
が
碇
泊
期
間
を
超
え
て
遅
延
せ
し
め
ら
れ
る
場

合
、
そ
れ
に
因
る
実
損
害
と
傭
船
契
約
書
で
約
定
さ
れ
た
滞
船
料
に
差
が
存
し
、
１
０
実
損
害
の
方
が
滞
船
料
よ
り
大
き
い
場
合
に
、

船
主
は
、
滞
船
料
の
他
に
、
実
損
害
と
滞
船
料
の
差
額
ま
た
は
実
損
害
全
額
を
傭
船
者
に
請
求
で
き
る
の
か
否
か
、
又
、
2
0
実
損
害

の
方
が
滞
船
料
よ
り
小
さ
か
っ
た
場
合
に
、
滞
船
料
は
減
額
さ
れ
る
か
否
か
、
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
か
。

　
上
述
し
た
と
こ
ろ
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
判
決
は
、
滞
船
料
の
性
質
と
し
で
、
「
商
法
二
所
謂
碇
泊
料
二
該
当
シ
、
傭
船
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者
カ
船
積
期
間
経
週
後
二
船
積
ヲ
ナ
シ
又
ハ
陸
揚
期
間
経
週
後
二
陸
揚
ヲ
為
シ
タ
ル
場
合
二
於
ケ
ル
其
ノ
経
過
後
ノ
碇
泊
二
対
シ
船

舶
所
有
者
ノ
傭
船
者
ョ
リ
受
ク
ル
報
酬
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
性
質
（
又
は
概
念
）
構
成
は
、
「
船
舶
カ
予
定
ノ

碇
泊
期
間
ヲ
超
過
シ
テ
碇
泊
シ
タ
ル
為
其
ノ
間
船
舶
所
有
者
ハ
船
員
ノ
給
料
食
料
其
ノ
他
ノ
費
用
ヲ
要
ス
ル
ニ
拘
ラ
ズ
船
舶
ノ
利
用

ヲ
妨
ゲ
ラ
レ
其
ノ
使
用
二
因
リ
テ
得
ク
ベ
キ
利
用
ヲ
失
フ
」
か
ら
、
こ
の
利
益
を
船
主
に
填
補
す
る
為
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
即

ち
、
船
員
の
給
料
食
料
等
、
碇
泊
の
為
の
費
用
を
要
す
る
事
情
の
も
と
に
、
碇
泊
期
間
を
超
え
て
滞
船
し
な
け
れ
ば
船
舶
を
使
用
で

き
て
得
た
で
あ
ろ
う
収
益
が
、
保
護
利
益
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
判
例
の
態
度
よ
り
す
れ
ば
、
ま
ず
。

　
①
（
船
主
の
失
っ
た
利
益
が
、
傭
給
料
等
の
、
超
過
碇
泊
し
な
け
れ
ば
船
舶
を
使
用
し
て
得
べ
き
で
あ
っ
た
利
益
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
滞
船
料

が
問
題
と
な
る
が
、
）
船
主
の
失
っ
た
利
益
と
し
て
、
超
過
碇
泊
し
な
け
れ
ば
船
舶
を
使
用
し
て
得
べ
き
で
あ
っ
た
利
益
（
船
舶
利
用
利

益
）
と
異
な
る
利
益
が
問
題
と
な
る
場
合
（
例
え
ば
船
舶
が
損
傷
を
受
け
た
場
合
等
）
に
は
、
そ
の
損
害
賠
償
（
例
え
ば
修
繕
費
等
）
は
滞

船
料
と
無
関
係
に
考
察
す
べ
き
で
あ
り
、
債
務
不
履
行
、
不
法
行
為
そ
の
他
、
そ
の
損
害
賠
償
置
権
を
発
生
さ
せ
る
法
律
要
件
が
存

す
る
限
り
、
滞
船
料
債
権
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
、
損
害
賠
償
請
求
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　
②
次
に
、
船
主
が
失
っ
た
利
益
が
、
超
過
碇
泊
し
な
け
れ
ば
船
舶
を
他
用
し
て
得
べ
き
で
あ
っ
た
利
益
（
船
舶
利
用
利
益
）
で
あ
る

場
合
に
、
こ
れ
と
傭
船
契
約
に
定
め
る
滞
船
料
と
の
間
に
差
が
あ
る
場
合
で
あ
る
が
、
ま
ず
。

　
1
0
得
べ
か
り
し
船
舶
利
用
利
益
の
方
が
滞
船
料
よ
り
小
さ
い
場
合
、
滞
船
料
全
額
の
請
求
は
で
き
る
か
否
か
、
が
問
題
と
な
る
。

思
う
に
、
本
判
例
に
よ
れ
ば
、
傭
船
契
約
に
よ
る
滞
船
料
は
特
約
さ
れ
た
報
酬
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
船
主
の
損
害
に
か
か
わ

り
な
く
、
滞
船
料
全
額
の
請
求
が
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
で
、
判
例
の
性
質
（
又
は
概
念
）
構
成
は
、
そ
の
目
的
た
る
「
船

主
の
船
舶
利
用
に
よ
り
得
べ
か
り
し
利
益
の
填
補
」
よ
り
大
き
い
、
い
わ
ば
予
定
せ
ざ
る
保
護
を
船
主
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
（
ま
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た
、
滞
船
料
を
受
領
す
れ
ば
、
船
主
に
損
害
は
残
ら
な
い
訳
で
あ
る
か
ら
、
船
主
は
滞
船
料
の
他
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
余
地
は
な
い
。
）
次
に

　
2
0
得
べ
か
り
し
船
舶
利
用
利
益
が
滞
船
料
よ
り
大
き
い
場
合
、
船
主
は
、
滞
船
料
の
他
に
、
船
舶
利
用
利
益
と
滞
船
料
と
の
差

額
、
ま
た
は
船
舶
利
用
利
益
全
額
を
、
損
害
賠
償
と
し
て
請
求
で
き
る
か
、
が
問
題
と
な
る
。
思
う
に
、
本
判
決
に
よ
れ
ば
、
滞
船

料
は
（
損
害
賠
償
額
の
予
定
で
は
な
く
て
）
特
約
さ
れ
た
報
酬
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
、
船
主
の
得
べ
か
り
し
船
舶
利
用
利
益
の
填
補

を
目
的
と
す
る
性
質
（
又
は
概
念
）
構
成
で
あ
る
か
ら
、
滞
船
料
と
共
に
す
る
船
舶
利
用
利
益
と
滞
船
料
の
差
額
の
請
求
は
、
許
さ

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
け
れ
ど
も
滞
船
料
を
受
領
す
る
場
合
は
そ
の
分
だ
け
船
主
の
損
害
は
減
少
す
る
か
ら
、
滞
船
料
の
他
に
得
べ

か
り
し
船
舶
利
用
利
益
全
額
を
請
求
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
差
額
の
請
求
が
許
さ
れ
る
為
に
は
、
そ
の

賠
償
請
求
権
を
発
生
さ
せ
る
法
律
要
件
（
債
務
不
履
行
、
不
法
行
為
等
）
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

滞
船
料
は
報
酬
で
あ
る
か
ら
、
傭
船
者
へ
の
給
付
た
る
性
質
の
滞
船
の
事
実
さ
え
あ
れ
ば
、
常
に
請
求
で
き
よ
う
。
最
後
に
。

　
3
0
失
っ
た
船
舶
利
用
利
益
が
滞
船
料
と
同
額
の
と
き
は
、
滞
船
料
の
み
の
請
求
し
か
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
〇
な
ぜ
な
ら
、

滞
船
料
の
報
酬
た
る
性
質
及
び
そ
の
目
的
と
す
る
保
護
利
益
両
面
か
ら
考
え
て
、
滞
船
料
を
取
得
で
き
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、

他
方
、
滞
船
料
が
支
払
わ
れ
れ
ば
損
害
は
無
く
な
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
滞
船
料
以
外
に
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　
②
そ
れ
で
は
、
判
例
の
態
度
よ
り
す
る
と
き
、
「
出
航
は
碇
泊
期
間
内
で
な
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
碇
泊
場
所
（
r
e
は
h
）
を
用
意

す
る
義
務
等
の
傭
船
者
の
傭
船
契
約
上
の
義
務
の
遂
行
に
遅
滞
が
あ
り
、
そ
の
為
船
積
陸
揚
が
遅
れ
、
義
務
遂
行
に
遅
滞
が
な
け
れ

ば
出
航
し
得
た
で
あ
ろ
う
時
よ
り
は
出
航
が
遅
れ
た
と
い
う
場
合
、
義
務
遂
行
の
遅
滞
が
な
け
れ
ば
存
し
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
損
害

賠
償
を
請
求
で
き
る
か
」
、
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
か
、
が
問
題
と
な
る
が
、
当
判
例
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
何
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も
述
べ
て
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
た
だ
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
も
と
で
は
、
超
過
碇
泊
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
対
す
る
報
酬
と

し
て
の
滞
給
料
が
発
生
す
る
余
地
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
に
よ
り
保
護
さ
る
べ
く
予
定
さ
れ
た
、
超
過
碇
泊
を
し
な
け
れ
ば
船
舶
を
使
用
し
て
得
べ
き

で
あ
っ
た
利
益
を
、
失
っ
た
こ
と
に
も
な
ら
な
い
か
ら
、
滞
給
料
は
、
そ
の
性
質
、
保
護
利
益
両
面
か
ら
み
て
発
生
す
る
余
地
は
な
く
、
そ
の
請
求

は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
）

　
　
　
　
　
　
三
　
我
国
の
学
説

Ｉ
特
別
報
酬
説

　
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
滞
船
料
と
は
、
船
積
期
間
ま
た
は
陸
揚
期
間
を
経
過
し
た
後
の
碇
泊
及
び
船
積
ま
た
は
陸
揚
に
対
し
海
上
運

送
人
が
傭
船
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
報
酬
で
あ
り
、
ま
た
、
滞
船
料
の
立
法
理
由
は
、
船
舶
艤
装
者
は
船
員
の
給
料
、
食
料

な
ど
種
々
の
費
用
を
支
出
す
る
必
要
が
あ
る
の
に
、
傭
船
料
は
こ
れ
を
包
含
し
な
い
か
ら
、
衡
平
の
観
念
上
、
こ
れ
に
特
別
の
報
酬

を
与
え
る
必
要
が
存
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
説
か
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
の
説
は
、
性
質
（
又
は
概
念
）
構
成
及
び
保
護
利
益
の
両
面
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
前
述
判
例
と
同
様
の
立
場
と
考

え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
点
0
0
に
つ
い
て
は
、
同
様
の
結
果
と
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
再
述
を
省
く
。
ま
た
、
問
題
点
②
に

つ
い
て
は
、
特
に
論
ぜ
ら
れ
て
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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Ⅱ
損
害
賠
償
説

１
西
島
説

（
１
）
概
要
　
1
0
滞
船
料
の
法
的
性
質

　
傭
船
者
は
船
積
陸
揚
の
期
間
を
守
る
べ
き
義
務
を
有
し
、
傭
船
契
約
書
に
約
定
さ
れ
る
滞
船
料
は
、
こ
の
船
積
陸
揚
期
間
を
守
る

べ
き
義
務
を
守
ら
な
か
っ
た
為
に
生
じ
た
滞
船
（
＝
船
舶
所
有
者
の
船
積
、
陸
揚
期
間
経
過
後
直
ち
に
発
航
す
る
権
利
の
行
使
を
延
期
せ
し
め
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た
と
と
に
ょ
る
船
舶
資
本
ー
船
員
給
料
等
を
含
む
ー
の
利
用
延
滞
）
に
基
づ
く
損
害
に
つ
き
な
さ
れ
た
協
定
さ
れ
た
賠
償
額
（
y
巴
d
‐

a
t
e
dd
a
m
a
g
e
s
）
と
解
す
べ
き
で
あ
る
、
と
さ
札
牡
。

2
0
滞
船
料
請
求
権
発
生
の
法
律
要
件

　
滞
船
料
請
求
権
は
、
不
法
行
一
七
債
務
不
親
心
心
債
権
者
遅
匹
が
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で

は
、
傭
船
契
約
に
定
め
る
滞
船
料
請
求
権
は
い
か
な
る
法
律
要
件
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
か
と
い
う
に
、
私
の
理
解
力
不
足
に
ょ
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
次
の
二
様
に
と
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、

　
（
イ
）
ま
ず
、
傭
船
契
約
を
法
律
要
件
と
す
る
と
、
云
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
牡
こ
の
場
合
に
は
、
賠
償
額
（
滞
船
料
の

額
）
が
契
約
に
よ
り
定
ま
る
他
に
、
賠
償
請
求
権
（
滞
船
料
請
求
権
）
そ
の
も
の
も
契
約
に
よ
り
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
ロ
）
し
か
し
ま
た
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
商
法
七
四
一
条
二
項
ま
た
は
商
法
七
五
二
条
二

項
に
よ
り
、
期
間
経
過
後
の
船
積
陸
揚
が
特
別
の
法
律
要
件
と
認
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
「
相
当
ノ
報
酬
」
請
求
権
（
こ
れ
を
損
害
賠
償

請
求
権
と
解
し
て
お
ら
れ
る
）
が
発
生
す
る
が
、
傭
船
契
約
は
こ
の
「
相
当
ノ
」
の
金
額
を
決
定
す
る
合
意
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
滞

船
料
は
「
協
定
さ
れ
た
賠
償
額
」
と
言
え
る
と
、
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　
3
0
さ
ら
に
、
傭
船
者
に
不
誠
実
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
き
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。
傭
船
者
側
に
、
滞
船
期
間
（
d
e
m
u
r
r
a
g
e

t
i
m
e
）
の
船
積
陸
揚
に
つ
い
て
、
「
商
人
と
し
て
殊
に
迅
速
を
要
請
さ
れ
る
海
上
運
送
関
係
の
商
人
と
し
て
不
誠
実
及
至
怠
慢
の
事
実

あ
る
」
と
き
は
ヽ
傭
船
契
約
に
お
け
る
船
積
す
る
権
利
の
行
使
が
「
誠
実
の
法
則
（
民
一
）
に
妥
当
し
な
い
」
の
で
、
船
積
す
る
権

利
の
債
権
者
遅
滞
が
成
立
す
が
。
こ
れ
は
、
仮
り
に
超
過
期
間
の
最
長
限
度
に
つ
い
て
定
め
が
あ
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

　
傭
船
者
が
商
人
と
し
て
の
誠
実
を
欠
く
よ
う
な
船
積
又
は
陸
揚
げ
の
遅
滞
を
し
た
が
、
そ
れ
は
船
積
陸
揚
期
間
の
も
の
で
あ
っ
た
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と
い
う
場
合
も
、
同
様
に
債
権
者
遅
滞
が
生
ず
る
。
ま
た
、
故
意
に
船
積
遅
滞
を
生
ず
る
と
き
に
は
、
権
利
濫
用
と
し
て
の
不
法
行

為
も
成
立
す
る
。
し
か
し
期
間
内
の
発
航
は
で
き
な
い
。
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（
２
）
考
察
　
西
島
説
よ
り
前
記
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
き
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
ず
、

　
①
碇
泊
期
間
満
了
ま
で
に
船
積
陸
揚
が
完
了
せ
ず
、
船
舶
の
出
航
が
碇
泊
期
間
を
越
え
て
遅
延
せ
し
め
ら
れ
、
1
0
そ
れ
に
よ
る
実

損
害
が
傭
船
契
約
で
約
定
さ
れ
た
滞
船
料
よ
り
大
き
い
場
合
、
船
主
は
、
滞
船
料
の
他
に
、
実
損
害
と
滞
船
料
の
差
額
ま
た
は
実
損

害
全
額
の
賠
償
を
傭
船
者
に
請
求
で
き
る
か
、
及
び
2
0
実
損
害
の
方
が
滞
船
料
よ
り
小
さ
か
っ
た
場
合
に
、
滞
船
料
は
減
額
さ
れ
る

か
否
か
、
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
西
島
説
に
ょ
れ
ば
、
傭
船
契
約
に
よ
る
滞
船
料
は
、
「
船
積
・
陸
揚
の
期
間
に
完
了
す
べ
き
義
務
を
守
ら
な
か
っ
た
為
に
生
じ
た
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訃
訃
（
＝
船
舶
所
有
者
の
船
積
・
陸
揚
期
間
経
過
後
直
ち
に
発
航
す
る
権
利
ぶ
行
使
を
延
期
せ
し
め
た
こ
と
に
よ
る
訃
診
駝
Ｔ
…
船
員
給
料
等

を
含
む
…
…
の
利
用
延
滞
）
に
基
づ
く
損
害
に
つ
き
な
さ
れ
た
協
定
賠
償
額
」
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
法
的
性
質
は
損
害

賠
償
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
と
す
る
保
護
利
益
は
、
前
記
判
例
と
同
じ
く
、
船
舶
資
本
の
利
用
に
よ
り
得
べ
か
り
し
利
益
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
。

　
印
船
主
が
、
超
過
碇
泊
に
ょ
り
、
船
舶
資
本
利
用
利
益
以
外
の
利
益
を
失
っ
た
場
合
（
例
え
ば
船
舶
の
損
傷
を
生
じ
た
よ
う
な
場
合
）

に
は
、
そ
の
賠
償
請
求
権
は
滞
船
料
請
求
権
と
無
関
係
に
考
察
す
べ
き
こ
と
に
な
る
。
即
ち
、
そ
の
発
生
を
許
す
法
律
要
件
（
不
法

行
為
、
債
務
不
履
行
、
債
権
者
遅
滞
、
合
意
等
）
が
あ
れ
ば
、
滞
船
料
の
他
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈲
次
に
、
船
主
が
、
超
過
碇
泊
に
よ
り
、
船
舶
資
本
の
利
用
に
よ
り
得
べ
か
り
し
利
益
、
を
失
っ
た
場
合
で
あ
る
が
、
滞
船
料

は
、
こ
れ
に
関
す
る
協
定
賠
償
額
な
の
で
あ
る
か
ら
、
（
已
失
っ
た
船
舶
利
用
利
益
が
滞
船
料
を
越
え
て
も
、
船
主
は
滞
船
料
し
か

請
求
で
き
な
い
。
こ
の
点
が
、
滞
船
料
を
特
別
の
報
酬
と
す
る
性
質
構
成
と
の
機
能
的
差
で
あ
る
。
ま
た
（
β
）
船
舶
利
用
利
益
が
滞

船
料
を
下
ま
わ
る
場
合
で
も
、
船
主
は
滞
船
料
全
額
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
損
害
賠
償
と
す
る
構
成
は
、
そ
の

目
的
と
す
る
以
上
の
保
護
を
船
主
に
与
え
て
し
ま
う
欠
点
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
滞
船
料
を
特
別
報
酬
と
す
る
構
成

で
も
同
じ
で
あ
る
。

　
②
次
に
y
r
'
h
を
用
意
す
る
義
務
そ
の
他
の
傭
船
契
約
上
の
傭
船
者
の
義
務
の
遂
行
に
遅
滞
が
あ
り
、
そ
の
為
船
積
陸
揚
が
遅

れ
、
出
航
が
遅
れ
た
が
、
そ
れ
で
も
停
泊
期
間
（
l
a
y
t
i
m
e
)
内
に
船
積
陸
揚
が
完
了
し
出
航
で
き
た
と
い
う
場
合
、
義
務
が
遅
滞
な

く
果
さ
れ
出
航
が
遅
れ
な
け
れ
ば
得
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
か
、
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
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西
島
説
に
よ
れ
ば
、
滞
船
料
は
、
「
停
泊
期
間
を
超
え
て
超
過
停
泊
し
た
為
に
失
っ
た
船
舶
資
本
利
用
利
益
の
協
定
賠
償
」
で
あ

る
か
ら
、
停
泊
期
間
内
に
出
航
し
て
お
れ
ば
、
滞
船
料
は
請
求
で
き
な
い
。

　
し
か
し
、
碇
泊
期
間
内
に
出
航
し
て
も
、
傭
船
者
が
商
人
と
し
て
の
誠
実
を
欠
く
よ
う
な
船
積
又
は
陸
揚
の
遅
滞
を
し
た
場
合

は
、
債
権
者
遅
滞
を
生
じ
、
又
、
故
意
に
船
積
遅
滞
を
生
ず
る
場
合
は
権
利
濫
用
と
し
て
不
法
行
為
が
成
立
す
る
と
い
う
の
で
あ
る

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
不
誠
実
な
船
積
陸
揚
に
よ
り
出
航
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請
求
が
で
き
る
こ
と
と
な

ろ
う
。

２
小
町
谷
説

（
１
）
概
要
　
１
０
滞
船
料
の
法
的
性
質

　
小
町
谷
説
に
よ
る
と
、
滞
船
料
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
船
主
が
船
積
準
備
整
頓
の
通
知
を
発
し
船
積
期
間

が
正
当
に
そ
の
進
行
を
開
始
し
た
場
合
に
於
て
、
傭
船
者
が
そ
の
期
間
内
に
船
積
を
完
了
し
な
い
で
そ
の
期
間
を
徒
過
し
た
と
き
に

は
、
こ
れ
、
傭
船
者
が
、
そ
の
船
積
義
務
の
履
行
を
怠
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
履
行
遅
滞
の
責
に
任
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…

従
っ
て
、
碇
泊
料
は
、
傭
船
者
が
船
積
期
間
を
超
え
て
船
積
を
な
す
こ
と
、
即
ち
遅
滞
の
効
果
と
し
て
船
主
に
支
払
う
も
の
で
あ
る

か
ら
、
損
害
賠
償
た
る
性
質
を
有
す
る
と
謂
う
べ
く
、
た
だ
そ
の
額
が
、
法
律
上
「
相
当
額
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
点
に
於
て
特
色

あ
る
の
み
で
あ
る
。
而
し
て
当
事
者
が
、
碇
泊
料
の
特
約
を
な
し
た
場
合
に
も
、
そ
の
性
質
は
原
則
と
し
て
、
こ
れ
を
損
害
賠
償
の

予
定
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
普
通
の
場
合
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
事
者
が
報
酬
の
意
味
を
も
っ

て
、
碇
泊
料
の
特
約
を
な
し
た
と
認
め
う
る
場
合
に
は
、
そ
の
特
約
の
効
力
を
認
む
べ
き
は
、
勿
論
で
あ
る
」
。

　
　
「
碇
泊
料
は
、
そ
の
特
約
あ
る
場
合
た
る
と
、
相
当
額
に
よ
る
場
合
た
る
と
を
問
わ
ず
、
船
舶
が
船
積
期
間
を
超
え
て
碇
泊
す
る
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こ
と
、
換
言
す
れ
ば
船
舶
が
固
定
せ
し
め
ら
れ
る
i
m
m
o
b
i
l
i
t
e
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
に
対
す
る
賠
償
で
あ
る
」
。

　
2
0
又
、
船
積
期
間
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
船
積
期
間
は
、
傭
船
者
の
た
め
に
提
供
せ
ら
れ
た
期
間
で
あ
り
、

そ
の
期
間
に
対
す
る
費
用
及
び
報
酬
は
、
予
じ
め
傭
船
料
の
な
か
に
加
算
せ
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
傭
船
者
は
、
こ
の
期
間
内
に

船
積
を
な
せ
ば
足
り
、
敢
て
、
こ
の
期
間
を
、
出
来
う
る
限
り
、
短
縮
す
る
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
船
積
期
間
内
に

船
積
が
終
了
し
た
に
拘
ら
ず
、
正
当
の
理
由
な
く
し
て
、
船
積
期
間
の
終
了
ま
で
船
舶
の
発
航
を
妨
げ
る
こ
と
は
、
権
利
の
乱
用
と

な
る
も
の
と
、
解
す
べ
き
で
あ
る
。

（
２
）
考
察
　
小
町
谷
説
よ
り
前
記
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
時
、
ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

　
①
碇
泊
期
間
満
了
ま
で
に
船
積
陸
揚
が
完
了
せ
ず
、
船
舶
の
出
航
が
碇
泊
期
間
を
越
え
て
遅
延
せ
し
め
ら
れ
、
1
0
そ
れ
に
よ
る
実
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損
害
が
傭
船
契
約
約
定
の
滞
船
料
よ
り
大
き
い
場
合
、
船
主
は
、
滞
船
料
の
他
に
、
実
損
害
と
滞
船
料
の
差
額
ま
た
は
実
損
害
全
額

を
傭
船
者
に
請
求
で
き
る
か
、
及
び
、
2
°
実
損
害
の
方
が
滞
船
料
よ
り
小
さ
か
っ
た
場
合
、
滞
船
料
は
減
額
さ
れ
る
べ
き
か
、
は
ど

の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
。

　
小
町
谷
説
に
よ
れ
ば
、
傭
船
契
約
に
約
定
さ
れ
る
滞
船
料
の
法
的
性
質
は
損
害
賠
償
の
予
定
で
あ
る
と
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
は
、

船
舶
が
固
定
せ
し
め
ら
れ
る
i
m
m
o
b
i
l
i
t
e
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

滞
船
料
の
性
質
（
又
は
概
念
）
構
成
及
び
そ
れ
に
よ
る
保
護
利
益
に
関
し
ほ
ぼ
西
高
説
と
同
様
で
あ
り
、
た
だ
滞
船
料
請
求
権
発
生

の
法
律
要
件
に
関
し
て
差
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
前
記
問
題
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
西
島
説
と
同
様
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
再
述
を
省
く
。
次
に
。

　
②
出
航
は
碇
泊
期
間
内
で
な
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
碇
泊
場
所
（
r
e
｢
t
h
｣
を
用
意
す
る
義
務
等
の
傭
船
者
の
傭
船
契
約
上
の
義
務

の
遂
行
に
遅
滞
が
あ
り
、
そ
の
為
船
積
陸
揚
も
遅
れ
、
義
務
遂
行
に
遅
滞
が
な
け
れ
ば
出
航
し
得
た
で
あ
ろ
う
時
よ
り
は
出
航
が
遅

れ
た
と
い
う
場
合
、
義
務
が
遅
滞
な
く
遂
行
さ
れ
れ
ば
存
し
た
で
あ
ろ
う
利
益
の
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
か
、
は
ど
の
よ
う
に
解

決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
小
町
谷
説
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
十
分
触
れ
ら
れ
て
お
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
碇
泊
期
間
に
対
す
る
費
用
及
び
報
酬
は
予

め
傭
船
料
に
加
算
さ
れ
て
い
る
為
、
傭
船
者
は
こ
の
期
間
中
に
船
積
を
な
せ
ば
足
り
、
敢
て
こ
の
期
間
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
短
縮
す

る
義
務
を
負
う
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
船
積
終
了
後
理
由
な
く
船
舶
の
発
航
を
妨
げ
る
こ
と
は
権
利
の
乱
用
と
な
る
と
、
説
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
碇
泊
期
間
内
の
船
積
完
了
時
点
で
出
航
さ
せ
る
か
ぎ
り
、
損
害
賠
償
の
発
生
の
余
地
が
な
い
と
い
う
結

論
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
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